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建設業界は引き続き好況、防災・減災、国土強靭化対策が重点的に実施

売上高 前年同期実績 下回     各利益項目 期初計画比大  改善

各場所での採用活動が奏功し採用状況は目標達成

人財確保の状況は、定期採用、中途採用共に目標達成
採用活動 全社的 展開 学生向  現場見学会 開催 現場 肌 感     
取り組みを推進
研修制度  階層別 充実 図  3年以内 離職率 2.9％（2016年度新卒）
に抑制
    人員数1,700名（2019年3月期） 2020年4月新卒予定 計画35名 
対し37名（11月現在）の内定者

出典 関東地方整備局HP
（令和元年台風19号 出水速報第2報）

出典 厚生労働省HP
新規大卒就職者の産業分類別
就職後3年以内 離職率 推移
（当社実績を追記）
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新規大卒就業者 3年以内 離職率 
推移 （建設業）

建設業
当社

2019年度建設投資額 見通   前年度比3.4％増 62兆9,400億円 見通 と
なり、4期連続で増加
国土強靭化 向      老朽化対策   公共投資 継続 NEXCO大規模更新
事業の発注は工事規模の大型化が進む
民間企業設備投資  民間非住宅建築投資（11.8兆円） 横   民間土木
投資（5.8兆円） 10.7％増加  見通 

売上高は、土木事業は工事進捗の遅れ等により減少、建築事業は繰越高が増加するも受注目標の未達により、全体では計画比で19億円減少
売上利益  下期予定    NEXCO大型案件 設計変更獲得 建築案件 工事採算 向上等   全体 3.0ポイント改善
土木事業 利益率 期初計画   4.1    上昇 16.1％ 建築事業  利益率 10.0%と1.6ポイント改善
各利益項目 期初計画比 大  改善  四半期純利益 14億70百万円 期初計画  約11億円増加

（％）



業績サマリー
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連結業績サマリー

2018.3期2Q 2019.3期2Q 2020.3期2Q
コメント

実績 前年比 実績 前年比 実績 前年比 期初計画比

売上高 54,034 38.0 48,450 △10.3 47,758 △1.4 △3.9 手持工事の進捗が計画より減少

売上総利益 6,515 50.6 6,246 △4.1 6,587 5.5 23.1 設計変更獲得 原価改善 
取組み等により増益

営業利益 2,432 272.8 1,705 △29.9 2,289 34.2 154.4 販管費減少及 売上利益 
増加により増益

経常利益 2,403 256.4 1,643 △31.7 2,249 36.9 149.9 営業利益増益   

親会社株主に帰属する
四半期純利益 1,947 287.9 1,149 △41.0 1,470 28.0 390.3 法人税等負担増なるも増益

1株当  年間配当金（円） 16.0
20.0

（特別配当 12.0）
20.0

（単位 百万円 ％）
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利益増減分析（前年同期比）
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売上総利益 前期比3億41百万円増加  利益率 12.9％  13.8％ 向上
土木事業  好調   前年同期  売上総利益 減少 利益率 15.4％から16.1％と0.5％改善
建築事業  前期   繰越工事 増加 工事採算（7.3％  10.0％） 改善   売上総利益 大幅増加
販管費が前期比２億41百万円減少
人財確保 目的   従業員 処遇改善等   人件費 増加 前年計上  過年度情報処理費用     物件費 減少
営業外費用が24百万円減少
前年計上  旧工場跡地売却に伴う建屋解体費がなくなり減少
法人税等 負担 増加    四半期純利益 3億21百万円増加し、14億70百万円を計上
繰延税金資産 取 崩 等   法人税等 増加

経常利益増減分析

売上総利益
増加

販管費減少 営業外収益
減少

営業外費用
減少

土木事業
△294
建築事業
649

人件費増
△65
物件費減
307

受取配当金増
5

受取利息減
△1

為替差益減
△1
その他
△3

支払利息減
10

営業外減価償却費減
38

持分法投資損失増
△18

2019.3期
2Q

経常利益

2020.3期
2Q

経常利益

（単位 百万円）



利益増減分析（期初計画比）
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経常利益増減分析

売上総利益 12億37百万円増加 売上総利益率 10.8％  13.8％ 上昇
土木事業  下期予定    工事完成 伴 設計変更獲得 前倒    売上総利益 9億47百万円増加 
利益率 12.0％  16.1％ 上昇
建築事業  工事採算 改善等    売上総利益 2億58百万円増加 利益率 8.4％から10.0％に上昇
販管費が期初計画比1億51百万円減少
人件費 減少 設計料収入 IT費用の期ずれ等により物件費が減少
営業外収益が期初計画比10百万円減少、営業外費用は期初計画比29百万円増加
主に持分法投資損失による

900 

2,249

1,237 

151 
△10 △29 

売上総利益
増加

販管費減少 営業外収益
減少

営業外費用
増加

土木事業
+947
建築事業
+258

人件費減
21

物件費減
+130

持分法投資利益減
△14

受取配当金増
+5

持分法投資損失増
△18

【期初計画】
2020.3期

2Q
経常利益

【実績】
2020.3期
2Q

経常利益

（単位 百万円）

2018.3期2Q 2019.3期2Q 2020.3期2Q
コメント

実績 実績 実績 前年比

売
上
高

土木事業 29,275 31,084 27,886 △10.3

・土木事業では、工事進捗の期ずれ等により
減少
 建築事業  繰越物件 増加    前年
実績より増加

建築事業 23,692 16,523 18,565 12.4

製造事業 734 523 909 73.8

その他兼業事業 331 318 397 24.6

合計 54,034 48,450 47,758 △1.4

売
上
総
利
益

土木事業 3,915 4,792 4,497 △6.1

 土木事業  工事完成   設計変更獲得
等あるも、売上高減により減少
・建築事業は、売上高の増加、 工事採算の
好転により増加

建築事業 2,737 1,208 1,858 53.7

製造事業 △61 26 42 58.2

その他兼業事業 154 150 171 14.0

調整額 △229 68 18 △72.7

合計 6,515 6,246 6,587 5.5

受
注
高

土木事業 26,700 35,254 28,984 △17.8

・土木事業は、大型案件の期ずれ等により減
・建築事業は、予定していた案件の失注により減

建築事業 18,086 17,270 12,167 △29.5

製造事業 734 523 909 73.8

その他兼業事業 331 318 410 28.9

合計 45,854 53,366 42,471 △20.4

セグメント別業績

7

     別売上高･売上総利益･受注高
（単位 百万円 ％）



土木事業
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業界環境

業績推移

下期予定    工事完成 伴 設計変更獲得 上期実績      原価改善等 主因   売上総利益 期初計画  大幅増加
工事 進捗遅    売上高 減少 設計変更獲得 原価改善    売上総利益 前年 若干下回 
受注高  新設橋梁 大規模床版取替工事等 期  及 失注   前年及 期初計画 下回   第3四半期で受注となり挽回
下期受注 注力  来期以降 売上高及 売上総利益 確保 目指 

3,915 
4,792 4,497

0

3,000

6,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜売上総利益＞

26,700 

35,254 
28,984

0

20,000

40,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜受注高＞

2019年度公共事業関係費  5兆9663億円 前年比15％増
    老朽化対策  豪雨 台風災害等 踏   防災 減災対策    重点化 推進
PC土木市場は、約3,000億円規模が当面継続の予測
新設橋梁  高速道路 ４車線化計画    全体的  縮小傾向 一方 維持補修事業 拡大

単位 百万円

29,275 31,084 
27,886

0

20,000

40,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜売上高＞

大型受注案件（受注金額上位3件）
工事名 工事概要
大規模修繕工事2019-3-松(阪神高速) PC桁補強88径間、RC橋脚補修12基鋼板接着工、外ケーブル工他
越前・敦賀間軌道スラブ(JRTT) 軌道スラブ製作運搬13,679枚
小樽ジャンクションＣランプ橋(NEXCO東日本） 11径間連続鋼・コンクリート混合箱桁橋 PC上部工8径間連続箱桁橋L=434.5m

建築事業
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業界環境

業績推移

前々年度  引 続 他社  競争 激化      採算最重視 受注施策 奏功 売上高及 売上総利益 改善
繰越工事 増加   売上高 増加 売上総利益 工事採算 改善等   前年同期  利益率向上（7.3％→10.0％）
受注高  商業施設等 受注        失注及 発注時期 期     前年同期比 減少
注力物件 失注 発注時期 期   影響 前年  約51億円減少

2020年東京               続  2025年大阪万博 総合型    開発（IR）などのプロジェクトが計画
労働力不足  対応   PCa工法 需要 増加見込 
引き続き他社との受注競争激化
好採算物件については、各社との受注競争が激化

単位 百万円

2,737 

1,208 
1,858

0

2,500

5,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜売上総利益＞

18,086 17,270 
12,167

0

20,000

40,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜受注高＞

23,692 

16,523 18,565

0

20,000

40,000

18.3期2Q 19.3期2Q 20.3期2Q

＜売上高＞

大型受注案件（受注金額上位3件）
工事名 工事概要
某店建替工事 Ｓ造 平屋 基準法床面積 約4,290m2
老健施設新築工事（建築工事） Ｓ造 地下1F 地上5F 基準法床面積 約3847.74㎡
某ショッピングセンター造成工事 開発面積 約59,417㎡



製造事業及びその他兼業事業
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製造事業 ‐ 業績推移

その他兼業事業 ‐ 業績推移
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単位 百万円

単位 百万円

貸借対照表
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連結貸借対照表の主な項目
（単位 百万円）

2018.3期2Q 2019.3期2Q 2020.3期2Q コメント実績 実績 実績
資産合計 83,296 90,196 76,195

流動資産 65,865 69,796 55,886  買掛債務 支払 借入金 返済等   現金
預金 5,149百万円減少
 工事代金 入金    受取手形・完成工事
未収入金等 10,240百万円減少

現金預金 12,440 14,802 9,652

受取手形･完成工事未収金等 43,452 45,868 35,627

固定資産 17,430 20,400 20,308
・建物及び工事用機械等の購入により有形固定
資産が163百万円増加
 繰延税金資産 取 崩 等   投資  他 
資産が244百万円減少

有形固定資産 12,073 13,394 13,557

無形固定資産 196 176 166

投資その他の資産 5,161 6,828 6,584

負債合計 54,980 54,755 40,918 ・買掛債務の支払により、支払手形・工事未払
金等 1,818百万円、電子記録債務が375百
万円それぞれ減少
 借入金 返済   短期借入金 5,867百万
円減少

流動負債 44,742 44,143 30,108

固定負債 10,237 10,611 10,809

純資産合計 28,316 35,441 35,277
 四半期純利益1,470百万円 計上 配当金

1,516百万円を支出
・BIP信託に係る自己株式301百万円の取得

株主資本 26,582 33,402 33,084

  他包括利益累計額 1,733 2,038 2,192

負債純資産合計 83,296 90,196 76,195



キャッシュ･フロー
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連結キャッシュ・フローの主な項目
（単位 百万円）

2018.3期2Q 2019.3期2Q 2020.3期2Q コメント実績 実績 実績
営業活動によるキャッシュ・フロー △2,274 △853 3,900

・営業収益の積上げ
 工事代金 入金   売上債権 減少
・工事進捗によるたな卸資産の増加、買掛債務の支払
による仕入債務の減少
 未払金及 預 金等 支払     他営業活動   
の減少

税金等調整前四半期純利益 2,401 1,662 2,233
減価償却費 310 353 321
退職給付に係る資産の増減 14 39 79
退職給付に係る負債の増減 159 121 105
工事損失引当金増減 △59 △757 11
売上債権の増減 △1,874 3,721 10,121
たな卸資産の増減 △772 △361 △1,029
仕入債務の増減 △1,122 △3,699 △2,193
未成工事受入金 増減 △365 123 756
その他営業活動フロー △406 △1,125 △4,634
法人税等支払額 △559 △933 △1,872

投資活動によるキャッシュ・フロー △287 △534 △1,342
 前年取得      事業 係 設備建設等 有形
固定資産の支払有形固定資産取得 △299 △475 △1,337

その他投資活動フロー 12 △58 △5
財務活動によるキャッシュ・フロー △715 △4,091 △7,707

 短期借入金 返済
・BIP信託に係る自己株式の取得
 増配   配当金 支払額 増加

短期借入金純増減 △57 △3,069 △5,867
リース債務返済による支出 △43 △39 △21
自己株式の取得による支出 △0 △0 △295
配当金支払額 △568 △853 △1,516
その他財務活動フロー △45 △129 △5

現金及 現金同等物期末残高 11,771 6,958 9,652

13
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2. 2020年3月期 業績予想
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2020年3月期の取組み

15

発注 大型化  大規模更新 修繕事業の生産性向上と受注強化

エリア展開による受注拡大と建築部門の一体化による強化

設備投資 着実 実施 賃貸事業 新規開拓

グループ全体の人財確保・育成の推進と働き方改革アクションプランへの取り組み

土木事業  大規模更新 修繕事業 発注 大型化     生産性向上施策 検討及 実施  工事要員対策 充実   
受注強化を図る
当社独自 床版継手技術(MuSSL工法）       壁高欄 現在施工中物件 採用  施工後 検証 行 

建築事業  他社  競争激化 続     前年 引 続 受注目標未達       本部 支店  情報共有 連携 深  
   展開 進 受注目標 達成 注力  
PC元請受注の拡大に向け、 4月に工事及び営業部門のPC・一般の組織を統合した。 一般建築の従来顧客にもPCaPC施工実績を
基に営業強化を図る

新卒採用 中心    中途採用 定年再雇用 行  年齢構成 歪 是正 女性活躍 高齢者雇用 引 続 推進  
計画年休 工事休暇 完全取得     働 方改革              ２   取 組   協力業者  連携   
 建設             導入 推進  更 ICT活用などで働きやすい職場環境を構築し、生産性向上を図る

    全体 大規模更新 おける床版製作設備増強や機械化施工に向けた設備投資を着実に実施する
前年度 新  賃貸事業 展開          引 続 収益基盤 強固      賃貸事業 新規開拓 進    



2020年3月期業績予想 前年実績対比
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連結業績予想

2018.3期 2019.3期 2020.3期予想
コメント

実績 前年比 実績 前年比 予想 前年比

売上高 114,841 18.7 110,279 △4.0 110,000 △0.3 大規模更新事業 工期 長期化影響   
土木事業の減収

売上総利益 13,819 20.6 18,059 30.7 12,500 △30.8 大型新設橋梁 竣工 減少

営業利益 5,440 47.6 8,747 60.8 3,600 △58.8 売上総利益 減少

経常利益 5,347 54.8 8,789 64.4 3,500 △60.2

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,844 44.9 7,918 106.0 2,200 △72.2 法人税等の負担増

1株当  年間配当金（円） 18.0
20.0

（特別配当 12.0）
20.0 普通配当20円

（単位 百万円 ％）

114,841 110,279 110,000 
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100,000
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18.3期
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＜売上高＞
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＜営業利益＞

5,347 

8,789 
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7,500
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18.3期
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19.3期
実績

20.3期
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＜経常利益＞

セグメント別業績予想
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     別売上高･売上総利益･受注高

2018.3期 2019.3期 2020.3期予想
コメント

実績 実績 予想 前年比

売
上
高

土木事業 63,798 67,489 62,800 △6.9

 土木事業  大規模更新事業 工事進捗 
保守的 見込 減収

建築事業 48,770 40,592 45,000 10.9

製造事業 1,638 1,551 1,500 △3.3

その他兼業事業 634 644 700 8.5

合計 114,841 110,279 110,000 △0.3

売
上
総
利
益

土木事業 9,178 14,118 8,200 △41.9

 土木事業  工事採算 低下傾向 設計変更
等   回復要因 保守的 見込 減少
・建築事業は、他社との競争激化があるが原価
改善による増益予想

建築事業 4,361 3,298 4,100 24.3

製造事業 3 207 100 △51.8

その他兼業事業 304 304 100 △67.1

調整額 △28 131 － －
合計 13,819 18,059 12,500 △30.8

受
注
高

土木事業 55,573 85,066 62,800 △26.2

・業界環境は引き続き好況であるが、土木事業の
前期受注実績からの反動もあり受注減を予想

建築事業 45,165 46,188 48,000 3.9

製造事業 1,638 1,551 1,500 △3.3

その他兼業事業 634 644 700 8.7

合計 103,012 133,451 113,000 △15.3

（単位 百万円 ％）



3. 中期経営計画2019の進捗
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中期経営計画2019の進捗
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数値目標について

（単位 百万円）

2020.3期
業績予想

2021.3期
中計目標

2022.3期
中計目標

受注

土木事業 62,800 64,900 68,200

建築事業 48,000 48,500 49,000

製造事業 1,500 1,900 2,000

兼業事業 700 700 800

合計 113,000 116,000 120,000

売上高

土木事業 62,800 63,600 66,800

建築事業 45,000 47,900 48,500

製造事業 1,500 1,800 1,900

兼業事業 700 700 800

合計 110,000 114,000 118,000

売上利益

土木事業 13.1% 8,200 13.4% 8,500 13.5% 9,030

建築事業 9.1% 4,100 9.1% 4,340 9.6% 4,680

製造事業 6.7% 100 8.9% 160 9.5% 180

兼業事業 14.3% 100 14.3% 100 13.8% 110

合計 11.4% 12,500 11.5% 13,100 11.9% 14,00
0

販売費及 一般管理費 8.1% 8,900 7.9% 9,000 7.7% 9,100

営業利益 3.3% 3,600 3.6% 4,100 4.2% 4,900

経常利益 3.2% 3,500 3.6% 4,100 4.1% 4,800

当期純利益 2.0% 2,200 2.5% 2,800 2.9% 3,400
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中期経営計画2019の進捗

995
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土木事業の工事種別の割合変化について

2017年3月期 2019年3月期  新設橋梁 約60％
 占      今年度計画  47％ 非橋梁      
  大規模更新  事業    進 
非橋梁        大規模更新      新設橋梁 
比  利益率 生産性 低  要員 適正配置 生産性
向上等 施策 実行    利益率 向上を目指す

建築事業 利益率（受注時 完成時） 改善    

受注確保において苦戦しているが、低採算案件を排除して
   受注時利益率 改善 進 
売上利益率      各現場     管理 強化  
工事要員 効率的 配置 図     生産効率 引上  
回復基調      

60.8 60.3 61.1
46.7

27.8 29.3 24.4
33.9

11.4 10.3 14.5 19.4
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20%

40%

60%

80%

100%

17.3期
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18.3期
実績

19.3期
実績

20.3期
（計画）

＜土木工事区分割合（売上高）＞
新設橋梁 非橋梁 一般 更新    
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中期経営計画2019の進捗



大規模更新 修繕工事 主力事業   発展 成長   

新設PC橋梁  PC業界でのトップランナーの地位を確固たるものにする

22

206 403 791 

1,534 

26 47 177 

13% 12%

22%
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億円
＜大規模更新 修繕事業 動向＞

全体 PSM シェア

主力事業   新設PC橋梁 設計変更獲得   工事 完成 利益 改善
上期受注は苦戦するも、本社と支店が連携し下期に大型案件を連続して受注
技術提案・工事評定点向上のための情報共有システムの再構築

れいめい橋（発注者 NEXCO東日本）

主要テーマの進捗状況

下期受注案件
工事名（発注者） 工事概要
城陽第二高架橋（NEXCO西日本）       PC6径間連続ラーメン橋＝1036m(上下線)

津万高架橋（P35-P41）(近畿地整) PC6径間連続中空床版橋(上下線)＝167.0m

櫓木川橋(九州地整) PC8径間連結Ｔ桁橋＝287.0m

NEXCO3社   大規模更新事業 年々増加 大規模修繕事業  阪神高速発注 大型案件 受注
工事大型化への対応として営業情報等を全社で共有、本社主導で全体最適の取組みを実施
生産性 利益率 向上   生産性向上検討委員会  各      活動 開始
MuSSL工法、フルキャスト壁高欄が採用

東名高速道路（特定更新等）沼津IC‐富士IC間
床版取替工事（発注者 NEXCO中日本）

・インバウンド需要
・「食」関連施設の需要
・津波避難施設、人工地盤

・首都圏の需要
・外環エリアでの物流
・多目的施設
・インバウンド需要

・リニア関連施設
・生産企業の増改築
・防災関連施設

・大阪万博
・IR
・インバウンド
等の関連施設

・インバウンド需要
・人口増が著しい
・津波避難施設
・防災対応施設
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主要テーマの進捗状況

PC建築の受注が伸び悩む中、4月に営業と工事部門のPC・
一般の組織を統合。建築本部内にPC推進グループを新設
某大学キャンパス新築工事は順調に推移し、無事に10月
 上棟  PCaPC工法 活用事例等 現場見学会 開催
構造設計 設備設計要員 増員   提案力 強化

PC技術を核とした元請けおよび設計施工案件の取り組みを強化する

            見極  要員 機動的         体制 強化  

需要 見込   地域  営業    地域戦略（選択 集中）  
対応を加速
営業顧客カルテの整備による営業情報の共有化と組織営業の強化
要員配置システムの運用開始により、施工要員の適正配置を実施
土木事業 営業所  連携強化    営業情報 量 幅 広 
官庁大型案件の受注にもチャレンジ

某大学     新築工事  PCaPC工法 現場見学会

・米軍関連施設
・ホテル需要
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主要テーマの進捗状況

働き方改革の推進と建設キャリアアップシステムへの登録を推進する

働き方改革 アクションプランの状況（9月末実績）
超過労働時間 削減 （目標）対前年比△10%以上 （実績）△17.7%
工事作業所 週休二日 推進 （目標）4週6閉所 （達成率）土木96% 建築83%
年次有給休暇 計画的付与 （目標）12日以上 （実績）5.6日
フレックスタイム制の適用範囲拡大
建設キャリアアップシステム（CCUS）への対応
事業者登録 119社 技能者登録 3,516名 作業所登録 79作業所

ICタグ・QRコード

電気防食ﾓﾊﾞｲﾙﾓﾆﾀｰ

プレキャスト技術

3Dｽｷｬﾅ測量

3次元モデル活用(CIM)UAV測量

測量 設計・施工計画

自動計測

工場製作

遠隔管理 自動計測

現場施工 検査 維持管理

緊張管理    

ICTの活用を推進し生産性を向上させる

大規模更新 修繕工事    生産性向上 目指  検討会（設計 施工 製造）  ICTの活用を含む13のプロジェクトを推進
橋梁工事 当社独自 橋梁生産性向上     PSM‐Intelligent Bridge System （下図） 立 上  工事 生産性向上 目指 
関係会社 含 横断的 組織 基幹   ICT委員会  立 上      構築 推進
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主要テーマの進捗状況
人員の推移当社独自技術の海外展開（海外機関と共同研究）を推進する

      道路技術研究所（IRE）との共同研究に着手
主な共同研究の内容
①橋梁   土木構造物 関  研究活動
②Zn      工法 用  橋梁維持管理技術 開発
③遠隔監視装置 用  橋梁監視技術 開発

調印式典 当社社員のプレゼンテーション（IRE）

起工式典

         東西経済回廊整備計画（     １ジャイン・コーカレー橋建設事業）」に着手

ODA案件 PC橋梁          地域 受注拡大 推進  

完成イメージ

プロジェクト概要

工事名 東西経済回廊整備計画（     1 ジャイン・コーカレー橋建設事業）

発注者      連邦共和国建設省橋梁局

契約工期 2019年5月 2021年7月（27ヶ月）

工事概要

■   橋梁（100m+180m+100m）
PC3径間エクストラドーズド橋
■     橋梁（100m+100m）
鋼2径間連続少数主桁橋
■  他     道路 護岸工他
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会社概要･沿革
会社概要

㈱  ･  三菱建設㈱

1952

東日本重工業（現 三菱重工
業㈱）七尾造船所の諸施設及
び 従業員を引き継ぎピー・エス・
      ㈱ 設立

1960
三菱鉱業㈱  三菱系列企
業10社 発起人    新菱
建設㈱設立

1969 三菱建設㈱ 社名変更

1989

インドネシアにて合弁会社
PT.Komponindo
Betonjaya（略称 
PT.KOBE）社設立

1991 ㈱      社名変更

2002 合併   ㈱    三菱発足
2004       VINA‐PSMC Precast Concrete Co., Ltd .設立

2012         PT. Wijaya Karya Komponen Beton社設立

沿 革

名 称 株式会社    三菱

本 社
〒104‐8215
東京都中央区晴海二丁目5番24号
晴海センタービル3階 Tel (03)‐6385‐9111

設 立 昭和27年3月1日

資 本 金 42億1,850万円

上 場 東京証券取引所市場第1部

事業内容

1.プレストレストコンクリート（PC）工事の請負ならびに企画、設
計 施工監理
2.土木一式工事、建築一式工事の請負ならびに企画、設計、
施工監理
3.土木建築構造物の維持、補修に関する事業
4.プレストレストコンクリート（PC）製品およびプレキャスト・コンク
リート製品の製造、販売ならびにそれらの製造用具および附属
資材部品の製作、販売
5.プレストレストコンクリート（PC）工事用機械器具その他建設
用機械器具の設計、製作、販売および賃貸
6.鉱物の採掘およびその請負
7.不動産 売買 賃貸       仲介    所有管理
8.運送業および倉庫業
9.損害保険代理業   生命保険 募集 関  業務   
 自動車損害賠償保障法 基  保険代理業
10.前各号 関連  一切 業務

長生橋（石川県七尾市）

1952年 完成    国初   
ストレストコンクリート橋。
2001年 河川改修 伴  撤去 
れ、一部が希望の丘公園に歩道橋
として保管されている。
海岸線近  立地条件     
  撤去時 調査     驚異的
な耐久性が確認された。



28

グループネットワーク
    三菱    （主要国内５社）

国内工場ネットワーク 海外ネットワーク

株式会社ピーエスケー PC工事における機材の企画・設計・製作・賃貸・販売、資材の 製
造・販売およびこれらの運用・活用に関するエンジニアリング

株式会社      康和 道路 鉄道 港湾等 構造物              

ピー・エス・コンクリート株式会社 PC製品の製造販売

菱建商事株式会社 建築資材販売 物流 不動産関連  

菱建基礎株式会社 土木 建築構造物 基礎工事  地下分野 総合専門工事

支 店

・東京土木支店
・東京建築支店
 東北支店
・大阪支店
・名古屋支店
・広島支店
・九州支店

営業所 ・32箇所

北上工場（岩手県）
七尾工場（石川県）

滋賀工場（滋賀県）

兵庫工場（兵庫県）

水島工場（岡山県）

久留米工場（福岡県）

（株）    三菱 ピー･エス･コンクリート（株）

茨城工場（茨城県）

土木事業
67,489
61%

建築事業
40,592
37%

製造事業
1,551
1%

その他兼業事業
1%

セグメント別売上高
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事業構成
土木建設事業建築建設事業

その他兼業事業

コンクリート製品の製造販売 不動産 販売 賃貸 仲介
損害保険代理店事業

五十嵐電機製作所 新本社  

製造事業

新名神高速道路菰野第二高架橋他3橋
（PC上部工）工事     別売上高 構成比率

（2019.3月期 単位 百万円）

PC工事その他一般土木工事の請負
PC製品の製造販売

PC工事その他一般建築工事の請負
PC製品の製造販売 合計 110,279

【強み」
日本におけるプレストレストコンクリート
（PC）の実用化に初めて成功し、PCのパ
        多  橋梁施工実績
PC業界のトップランナーとして、多くの技術
を開発し、国土基盤の整備に貢献
鉄道 空港 港湾 橋梁下部工 上下水
道 発電所 防災  PC橋梁      
様々な土木全般の事業を展開

【強み】
プレキャスト（PCa）工法により高品質・高強
度 部材 安定的 供給 可能
独創的なPC建築から一般建築まで優れた企
画提案力 幅広 顧客基盤 持 
三菱     唯一         高度 
技術力   様々     対応  構築物
を提供
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プレストレストコンクリート（PC）技術とプレキャスト（PCa)技術とは
プレストレストコンクリート（PC）とは

プレキャスト（PCa）とは

PC       （  ）応力（    ） 与                
コンクリートの最大の弱点(引張には弱い)を克服することができます
圧縮  力 与      大  引 張 力 作用     割  制御         
上記    柱 梁 細    空間 距離 大  取        

高強度        使用       工場 製作        部材  
工場 生産      高品質 高精度  高耐久 有      
現場で型枠を組み施工した場合より周辺の環境に優しい工法です
工場 部材 製作  為 現場作業 省力化     化 図   

建設市場全体（土木 建築）   2022年 57兆円に減少し、
GDP予測から59兆円規模へ微増と想定

今後 事業環境 見通 
建設市場の推移（中期経営計画2019策定時） PC市場の推移（中期経営計画2019策定時）
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PC土木市場  新設橋梁 減少    維持 補修事業 本格化
と想定
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平均的市場規模で推移

2013年以降 CAGR+2％

当社想定

2,761

2,5782,650 

地方自治体 2017年‐2022年
のCAGR▲1％

高速道路 22年以降同水準
JRTT 22年以降同水準

床版取替 22年以降同水準
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本資料       投資家 皆様  情報提供   目的         売買 勧誘 目的             本資料    将来予想
に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将
来予想 異  結果        点 認識   上   利用        業績等 関  記述        信頼    思   各種   
 基   作成        当社   正確性 安全性 保証            本資料  投資家 皆様     目的  利用   場
合       自身  判断 責任     利用      前提  提示             当社     場合       責任 負 
         実際 結果 大  異     予告   変更   可能性             御了承     

株式会社    三菱 管理本部 総務部 広報･IR    
〒104‐8215 東京都中央区晴海二丁目5番24号 晴海センタービル
TEL 03‐6385‐8002 FAX 03‐3536‐6927         koho.ir@psmic.co.jp

将来予測に関する注意事項

IRに関するお問い合わせ先

ピーエス三菱のPR動画を作成しました。


